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1 背景 

 

近年、東北大震災や原発事故、消費税アップ等の影響で、特に地方の経済や観光産業は

不調である。そのような事もあり、国内の観光に対する消費額は、低迷期を過ぎてはいる

が東北大震災前の水準までまだ回復できていない[1][2]。この現状から今後は各都市間の

観光における競争が激しくなると予想され、地域活性化に向けたより積極的なアプローチ

が行われると考えられる。 

 一方、その地域活性化の手段の一つとしてご当地キャラクタが近年よく利用されている

[3]。ご当地キャラクタとは、ゆるキャラとも称され、イベントや各種キャンペーン、地域

おこし、名産品の紹介などのような地域全般の情報 PR、企業・団体のコーポレートアイデ

ンティティなどに使用するキャラクタのことである。またそういったかわいらしいイラス

ト全般を指す場合もある。 

 この最初のご当地キャラクタは 1980代に発祥したと言われ、現在までに多くのご当地キ

ャラクタがデザインされ、自治体はこのご当地キャラクタを用いて消費を観光客に促した

り、地域の知名度を向上させたりといったような活動を多く行ってきた。 

 その一方で、観光客が現地に行っても必ずご当地キャラクタと会えるわけではないとい

った問題がある。これはご当地キャラクタの地域活性化へのアプローチが十分に生かされ

ているとは言えないという現状がある。 

  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E3%81%8A%E3%81%93%E3%81%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E5%9F%9F%E3%81%8A%E3%81%93%E3%81%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%83%9D%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3
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2 研究目的 

 

本研究では、GA（遺伝的アルゴリズム）[4][5][6][7]を用いた会話型ご当地キャラクタ

による地域観光ガイドサイトを構築して背景で述べた現状の解決を図る。 

構築するサイトは現地情報をリアルタイム発信し、観光客がいつでもどこにいても「ク

ラウド上にいる会話機能を搭載したご当地キャラクタ」とコミュニケーションを取ること

が出来る。また GAによる会話アルゴリズムを用いることで、ユーザの入力に対して柔軟な

出力を行う事が出来る。さらに協調フィルタリング[7][8]の考えを応用し、他の多くの観

光客の嗜好情報を学習することで、利用者と嗜好の類似した観光客の情報を提供すること

が出来る。 

本研究を進める事によって、観光客はスマートフォンやタブレット端末等を利用してク

ラウド上にいるご当地キャラクタと時間や場所を問わず自然言語によってコミュニケーシ

ョンを行うことが出来る。それにより観光客に対してより自然な観光ガイドを提供して観

光消費を促すため地域活性化につながる。 
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3 既存研究と本研究との違い 

 

本研究と類似している研究として、埼玉県北本市の「とまちゃん」がある[9]。埼玉県北

本市は、自治体初の「人工知能」技術を活用したサイトナビゲータをリリースした。住民

が親近感を持ちやすい、ご当地キャラ「とまちゃん」に人工知能技術を実装することで、

インターネットを通じての地域活性化や観光情報を発信することを目的にして開発された。

また、「とまちゃん」は埼玉県北本市が富士ゼロックスシステムサービス株式会社と共同で

開発された。 

観光客は「とまちゃん」と会話形式でさまざまな情報を収集できる。「とまちゃん」は会

話アルゴリズムとして、会話推測機能を搭載した自然言語対話システム「Jackalope Engine

（ジャッカロープエンジン）」[10]を利用している。これにより自治体は「とまちゃん」を

通じて自治体内の名産品やイベントなどを積極的に発信することで地域の活性化を図るこ

とを可能にし、住民はパソコンやスマートフォンなどで「とまちゃん」との気軽な会話を

通じて、市役所への電話やキーワード検索などをしなくても知りたい情報を得ることが可

能になった。 

ただし「とまちゃん」はある決まった定型的な返事しかしないという問題がある。そこ

で本研究では会話アルゴリズムとして GAを採用し、ユーザとの間でより自然で柔軟な会話

の実現を試みた。 

また類似している研究として、Siri（シリ）も挙げられる[11]。Siri は、iOS 向け秘書

機能アプリケーションソフトウェアであり、自然言語処理を用いて質問に答え、観光スポ

ットの推薦などを行う。しかし本研究との明確な違いとして、ユーザの嗜好に沿った推薦

を行わない。本研究では協調フィルタリングを応用したユーザの嗜好性に沿った推薦を行

っているので、その点で相違している。  



4 

 

4 システム概要 

 

本研究で構築した観光ガイドシステムを図 1 に示す。今回構築したシステムではサンプ

ルとして「MYCAL」という自作のご当地キャラクタをシステム中央部に配置したが、このキ

ャラクタを変えるだけで自治体ごとのシステムが簡単に作れるようなデザインとした。ま

た本システムの中央部と下部にテキストボックスを配置し、観光客が会話文を入力する事

によってコミュニケーションを行えるようにした。中央部のテキストボックスは自然言語

でのシステム出力である。下部はユーザが入力するテキストボックスであり、ユーザはキ

ーボード等で自然言語でのテキストを入力する。ユーザが文章を入力した後システムが文

章を出力するので、会話をしているかのようにコミュニケーションを取ることができる。 

 

 

 

 

図 1 構築した観光ガイドシステム 
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本研究で構築した観光ガイドシステムは、観光客に対して観光スポットや飲食店、役所

などの位置や、アクセス方法等の地域情報を提供する。 

さらにこのシステムはユーザが自治体の観光情報やおすすめスポットを学習させること

によって、他のユーザからの質問に返答することができる。学習した情報は DBに保存され、

ユーザの口コミを用いた観光ガイドを可能となるので、提供する情報の信憑性が向上する。 

 また、システムはユーザの入力した日本語から日本語らしさを学習し、ユーザの入力し

た口調や言い回しを学習することで、自治体毎のご当地キャラクタに個性を持たせること

を可能にした。 
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5 GAについて 

 

 遺伝的アルゴリズム（図 2）[4][5][6][7]はデータ（解の候補）を遺伝子で表現した「個

体」を複数用意し、適応度の高い個体を優先的に選択して交叉や突然変異などの操作を繰

り返しながら解を探索するアルゴリズムである。適応度は適応度関数によって与えられ、

遺伝子の自然淘汰を行う。適応度関数[12]とは一種の目的関数であり、遺伝的アルゴリズ

ムにおける解の最適度を定量化し、特定の遺伝子が他の遺伝子より優れていることを示す

ために用いられる関数である。 

 最適な遺伝子、あるいは尐なくとも他よりも比較的最適な遺伝子で、「交叉」「突然変

異」などの遺伝的操作が行われ、より適応度の高い個体を含んだ世代を生み出す。 

 また、遺伝子の表現の仕方によっては組合せ最適化問題や NP困難な問題などのさまざま

な問題に適用可能なアルゴリズムでもある。 

 

 

 

図 2 遺伝的アルゴリズムの概要 
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6 協調フィルタリングについて 

 

 本論文で提案するシステムにおいて、適切なキーワードを抽出するために協調フィ

ルタリング[7][8]のアルゴリズムを応用した。協調フィルタリングとは多数のユーザの嗜

好情報を蓄積し、あるユーザと嗜好の類似した他のユーザの情報を用いて自動的に推論を

行う要素技術である。本システムは名詞と動詞を適切なキーワードとして認識してテキス

トマイニング[13][14][15]を行っている。 
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7 提案する会話アルゴリズム 

 

本研究で用いている GAと協調フィルタリングによる会話アルゴリズムについてこの章で

説明する。 

 

7.1 遺伝子プールの初期化 

 

初めにランダムに遺伝子を多数生成して遺伝子プールを初期化する。一つの遺伝子は複

数の遺伝子座の集合で表現される。今回は各遺伝子座に ID と No の 2 つの情報を持たせ、

ID と No を品詞データベースから参照する事によって各遺伝子座は形態素を表す (図 3)。

ここで形態素とは意味を持つ言葉の最小単位の事である。ID は形態素の種類(品詞)を意味

しており、1 から 5 の整数を名詞、動詞、形容詞、助詞、助動詞に対応させた。No は各品

詞データベースに格納されている形態素の識別ナンバーである。遺伝子の生成例を図 4 に

示す。 

なお、今回は文章からの形態素の切り出しに Mecab を用いた(図 5) [16]。Mecab は奈良

先端科学技術大学院大学にて開発されたオープンソースの形態素解析エンジンである。 
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図 3 遺伝子プールの初期化 
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図 4 遺伝子の生成例 

 

 

 

 

 

図 5 mecabの実行画面 
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また、本システムはある観光情報について複数のユーザが書き込みを行うことが想定さ

れる。そこで口コミを用いて信憑性を向上させるために、入力キーワードと関連性のある

適切なキーワードを過去の入力ログから抽出して初期遺伝子に出力する。 

適切なキーワードの抽出には協調フィルタリング[7][8]のアルゴリズムを応用した。本

システムは名詞と動詞を適切なキーワードとして認識してテキストマイニングを行ってい

る。具体的には適切なキーワードを初期遺伝子に出力するため、ユーザの入力から抽出し

たキーワードを基にユーザの過去の入力ログから条件付き確率を計算してキーワード間の

関連性を求め、入力キーワードと関連性の高い出力キーワードを確率に従って出力する（図

6）。図 6の例では「遊園地」が 1/2、「プール」「公園」が 1/4の確率で出力される。 

 

図 6 条件付確率を用いた協調フィルタリングの例 
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7.2 遺伝子の適応度 

 

本システムで用いている遺伝子の適応度の評価項目は以下の二つである。 

 

(1)  日本語らしい文章であるか 

(2)  ユーザの入力に対して関連性の高いキーワードが含まれているか 

 

詳細を以下で説明する。 

 

(1) 日本語らしい文書であるか 

 

複数のユーザの入力文章から、隣り合った二つの形態素のつながりのパターンを取り出

して形態素の 2-gram を作成する(図 7) [17]。 同時にこの形態素の 2-gramにつながりパタ

ーンの出現回数も記録する。複数のユーザが文章を入力するたびにパターンと出現回数が

学習・更新される。 

 

 

 

図 7 形態素の 2-gramの例 
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この形態素の 2-gram に記録されている形態素のつながりパターンと、遺伝子中の各形態

素のつながりパターンとのマッチングを行うことで適応度の評価を行う(図 8)。形態素の

2-gram に記録されているパターンの出現回数が多いほどそのパターンは日本語らしい文章

であることを意味しているので、出現回数の多いパターンを多数複数含んでいる遺伝子の

適応度を高くする。逆に出現回数の多いパターンを含んでいない遺伝子は日本語らしい文

章でないと判断して適応度を低くする。 

 

図 8 2-gramを用いたパターンマッチング 

 

 

 

(2) ユーザの入力に対して関連性の高いキーワードが含まれているか 

 

遺伝子プールの初期化の際に求めたキーワード間の関連性を示す条件付確率(図 6)を用

いて、入力キーワードに関連するキーワードが含まれている遺伝子の適応度を高くする。

そうでない遺伝子は適応度を低くする。 
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7.3 GAによる文章作成 

 

最後に GA を用いて出力文章を作成する。一般的な遺伝子操作と同じように選択、交叉、

突然変異を一つのサイクルとして複数回繰り返し、最終的に最も適応度の高い遺伝子を出

力する。なお選択と交叉には様々な方式があるが、今回は[18][19]を参考にして選択には

トーナメント方式、交叉には一点交叉を採用した。 

 

 トーナメント法とは、あらかじめ決めた数だけ集団の中からランダムで個体を取り出

し、その中で最も適応度の高い個体を選択する方式である。トーナメントサイズを変更す

る事で選択圧をコントロールできるという長所がある(図 9)。 

 

 

図 9 トーナメント法 

 

また一点交叉とは、遺伝子が交叉する交叉点をランダムで一つ選び、その場所より後ろ

を入れ換える方式である(図 10)。 

 

図 10 一点交叉 
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8 実行例 

 

実際にシステムを実行した例をこの章で示す。ここで、今回用いた GAの各パラメータを

表１に示す。 

 

表１ 各種パラメータ 

パラメータ 遺伝子数 繰返し回数 突然変異率 選択率 交叉方法 選択方法 

値 10000 個 10000回 2％ 20% 一点交叉 トーナメント 

 

実行例を図 11 と図 12 に示す。図 11 がサイトへの入力例、図 12 が出力例である。また

実行結果の一覧を表 2 に示す。 

表２から、本システムは概ね日本語らしい文章を返答しているが、まだ完全な日本語で

はないと思われる。例えば、1番目と 3番目の出力例の様に主語と述語をつなぐ「が」や「に」

などの助詞が抜けていたり、4番目の例の様に動詞が抜けていたりする。さらに問題点とし

て出力される文章が過去の入力ログに依存しやすいといった点も挙げられる。 
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図 11 実行例（入力例） 

 

図 12 実行例（出力例） 
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表 2 実行結果  

学習 ユーザの質問 システムの出力 

ローソンのみかんはおいし

いです。 

おいしいみかんは。 ローソンあります。 

王将はおいしいラーメン屋

です。 

おいしいラーメン屋は。 王将はうまい。 

函館のレジャー施設として

プールや図書館や遊園地が

あります。 

函館のレジャー施設を教え

てください。 

遊園地あります。 

今日の五稜郭のイベントは

祭りです。 

今日の五稜郭のイベントは。 祭り。 
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9 考察 

 

 実行結果から、システムの性能を向上させる為に以下の様な課題が挙げられる。 

 

9.1 GAパラメータの調整 

 

 GA においてパラメータの設定は実行結果に大きく変化を与える要因であるため、最適な

パラメータの設定が必要不可欠である。したがって、より良い文章が導出されるようなパ

ラメータ値を模索していく必要がある。 

 

9.2適応度計算の見直し 

 

 本システムの出力をより日本語らしい文章にするために適応度の計算方法を改良する必

要がある。例えば、助詞や動詞が抜けている、出力される文章が過去の入力ログに依存し

やすい等の問題があった。従って更なる精度向上のために改良していく必要がある。 

 

9.3品詞データベースの拡張 

 

 現在、システムが保有している品詞データベースは名詞、動詞、形容詞、助詞、助動詞

の５つで構成されている。これらの品詞の種類を拡張し、語彙を増やしていく事でシステ

ムが出力する文章の精度が向上するものと考えられる。たとえば形容詞と動詞の意味を持

つ形容動詞や、より会話を自然に行う為に必要な感動詞や接続詞の追加が考えられる。 

 

9.4音声入力機能と GPS機能のシステムへの導入 

 

 現在システムはユーザがスマートフォン等のキーボードでテキストを入力する形になっ

ている。しかしキーボード等の入力では誤って文章入力を行うなど入力するのに比較的多

くの時間を要する。この問題に対してシステムへの音声入力を可能にすることで入力に対

する煩わしさの解消を目指す。さらにユーザの位置情報に最適な観光ガイドを行うために、

スマートフォン等の GPS機能を利用することも検討する。 
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9.4外国語への対応 

 

近年、円安が進んでいることから外国人観光客が増えている[20]。そこで本システムを

外国人からも使用してもらうため翻訳機能を付加することを考えている。 
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10 まとめ 

 

本研究では、地方の経済や観光産業を振興するために、GA を用いた会話型ご当地キャラ

クタによる地域観光ガイドシステムを構築した。構築したシステムは現地情報をリアルタ

イム発信し、観光客がいつでもどこにいても「クラウド上にいる会話機能を搭載したご当

地キャラクタ」とコミュニケーションを取ることが出来る。また GAによる会話アルゴリズ

ムを用いることで、ユーザの入力に対して柔軟な出力を行う事が出来る。さらに協調フィ

ルタリングの考えを応用し、他の多くの観光客の嗜好情報を学習することで、利用者と嗜

好の類似した観光客の情報を提供することが出来る。 

 本システムを利用する事によって、観光客はスマートフォンやタブレット端末等を利用

し、クラウド上にいるご当地キャラクタと時間や場所を問わず自然言語によってコミュニ

ケーションを行うことが出来る。それにより観光客に対してより自然な観光ガイドを提供

して観光消費を促すため地域活性化につながる。 

 結果として、求める機能を持った観光ガイドシステムを構築することができ、おおむね

満足できる出力結果が得られたが、一方では完全な日本語が出力されていない場合があっ

た。そのため、今後は会話アルゴリズムの見直しなど、システムの洗練化を行う必要があ

ると思われる。 
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